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1 .はじめに
日本語の修飾語の順序には，原則として「修飾される語のすぐ前に修飾する語を置く」
という基本的な語順があり，修飾語が二つ(以上)重なる場合はその順序の相互位置変位
が一般に可能で、ある。
しかし，すべての修飾語について自由にそれができるとはいえないだろう。そこで，本
稿では，重複する修飾語の相互位置変位について考えてみたいと思う。
連語は，その構成のあり方として，大きく連用結合になるものと，連体結合になるもの
に分かれるが，本稿では連体結合を有する合成的な連語 r(用言)+名詞1+の+(用言)
+名詞2Jの形を中心にして考察してみることにする。
考察の方法としては，まず，従来なされてきた連体修飾語の位置変位について概観し，
それに基づいて，合成的な連語「名詞1+の+用言+名詞2Jの形において，主に:
・基本的な語順の存否
-ある語が他のどのような語と結びつき得るか，という語と語の意味関係
という観点から，連体修飾語が重なる場合の相互位置変位について，再考察してみること
にする。
I.従来の研究
二つ(以上)の連体修飾語が同一の名詞を修飾する場合についての従来の説を概観して
みることにする。
1 )橋本進吉 (1934:p.291^'294) 
修飾語が修飾せられる語の前に来るのが普通で、あるが，同じ語に対して二つ以上の
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修飾語のある場合，その修飾語の位置の先後については，一定のきまりがない。
2)佐伯哲夫(1975:p .134"-' 135) 
連体語が二種先後する場合は， r院籍の青い目J r青い院籍の目」にしても，常識
的慣用的にみて rx院籍の(が)青いJ r x青い院籍」のような意味的な結びつきの
むずかしいものが各一組含まれてさえおれば誤解の生じることはない。ということで，
連体かかりの場合はすべて基本的語順を持たないものとする。
3 )柴谷方良他(1982:.p.223"-'224) 
「文」単位では述語が主要部であって，それは固定されているが，補足部である名
詞節は自由に入れ替えることができる。名詞句内においては，主要部は名詞で，それ
は固定されているが，先行する要素は入れ替え自由である。
4)北原保雄(1984:p. 34) 
連体修飾語が重ねられるということは，被連体修飾語の具有する事物的概念がいろ
いろの側面から修飾限定されるということである。それらの側面は相互に独立した対
等の関係にあるもので、あるから， }fI貢序はどういうものであってもいいはずである。
以上のように，重なる連体修飾語の語}I援についての従来の説を列挙してみた。これらを
まとめると， r同一の名詞を修飾する二つ(以上)の連体修飾語は基本的語}I債をもたない
もので，相互の位置変位が可能である」といえよう。
II.連体修飾語の相互位置変位の概念
1 .基本的な語}I頃
基本的な語}I債について佐伯哲夫(1975:p.131)は， <基本的語jl蹟をとるのはそれが表
現効率の高い，表現の経済性にかなったものだからである。>のように述べている。本章
では，この理論を基にして基本的語jl債について，小説からの用例を通して，考えてみるこ
とにする。つまり，連体修飾語の相互の先後傾向調査を行ってみることによって，基本的
語}I慎の存否について考えてみたいと思う。
調査の方法としては，六編の小説から「名詞1+の+用言+名詞2Jの形の例と「用言
十名詞 1+の十名詞2Jの形の例をかぞえてみた。ただし， r用言+名詞 1+の+名詞2J
? ??
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の形においては用言が名詞2を修飾する場合に限る。
結果は次表のようである。
抗------堅 名詞+の+用言+名詞 用言+名詞+の+名詞 慣用的
氷点(上・下) 85 26 (7) 7 
冬の花火 28 10 (2) 
白い巨塔(上) 38 8 (3) 5 
積木の箱(上) 45 12 (3) 2 
一夜の櫛 18 5 (1) 2 
春 の 夢 30 13 (3) 4 
言十 244 74 (19) 21 
( )の数字は二つの修飾関係を成す場合の例を示す。
あまり多くない資料でただちに結論を下すことは無理でhあるが， r名詞1+の+用言+
名詞2jの形の例が扱った資料の全体 318例(慣用的表現は除外).の中で 244例を占め
ていることから，用言が名詞2を修飾する場合，絶対的であるとは言えないが，用言が名
詞2のすぐ前に位置する傾向にあることははっきり言えるだろう。言い換えれば， r名詞
2+の+用言+名詞2jの形が表現効率の高い，自然さを持っているといえる。
本稿では，上述の観点から「名詞1+の+用言+名詞2jの形を基本的語順と， r用言
+名詞1+の+名詞2jの形を位置変位によってできたものとみなすことにする。
2.相互位置変位
従来の研究からもわかるように，連体修飾語が重なる場合は相互位置変位が可能で、ある
ということが日本語における連体修飾語の一般的順序である。
例えば，
①陽子の赤い服〔氷280)
一今モ一
一一一一うぐ一一一一
②赤い陽子の服
一一一うぐ一
一一うく
???
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のように，二つの表現が可能で、あるが，矢印で示されているように，①は連体修飾語であ
る「赤い」はすぐ後にある「服」を修飾・限定し， r赤い」と「服Jが意味上ひとまとま
りになって， r陽子」の被修飾語になる場合であり，②はまず， r陽子」と「服」が結び
ついて「赤い」の被修飾語になる場合である。
つまり，①は基本的な語}I演の例であって，②は位置変位をとった例である。しかし，①
と②が言語表現に用いられる時には，基本的な語}I援にしても，位置変位をとったものにし
ても，意味を変えることなく，伝えられる情報内容は同じであり，文法的・意味的関係を
変更する役割はほとんどみいだされない。
位置変位をとるのは，強調，微妙な感情(最も心をこめるところ)，或いは文章の単調
さを破るなどの，文体的ないしは表現的効果のためであると思われる。
例をあげると，
③扉が乱暴に開き，子供の甲高い声が聞こえた。
「パパは，もう帰って来た?J 
小学校二年生の好彦で、あった。(巨154)
④「意気地なし!J 
甲高い百合の声が，上から落ちてきた。(積208)
③・④とも表現的価値の違いを認めることはできても，文法的価値や意義的価値の違いを
認めることはできない。つまり，そこに強調(焦点)の意図が認められるだけのことであ
る。
③の「子供の甲高い声」という連語は， r子供がもっている甲高い声Jという意味で，
「子供」が新情報を表しているのに対して，④の「甲高い百合の声」の場合は， rやさし
い声」などではなく， r甲高い声」であるということを強調しているのである。
IV.相互位置変位の再考察
前章では，同ーの名詞を修飾する二つの連体修飾語の位置変位について概略的に考えて
みたのであるが，はたしてすべてのものが相互位置変位に合致すると言えるだろうか。
本章では，合成的な連語「名詞1十の+用言+名詞2Jの形においての相互位置変位に
ついて，この基本的な語順からできた「用言+名詞1+の+名詞2Jの形において「語と
語の意味関係」と「修飾関係」というごつの側面から，小説からの用例を通して，再考察
してみることにする。
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1 .自然な位置変位
(1)子供の甲高い声〔巨154)
(2)書見燈の淡い光〔冬327)
(3)グレイの新しい背広〔陽192)
(4)夏枝の白い手〔氷上13)
上の基本的な「名詞1+の+用言+名詞2Jの形において同ーの名詞を修飾するこつの
連体修飾語を位置変位させてみると，
(1) "甲高い子供の声
(2) "淡い書見燈の光
(3)〆新しいグレイの背広
(4) "白い夏枝の手
のようになる。つまり，(1γ "，(4)"の例はよく使われるものであり自然、さをもっている。
(1)" "'(4)"の例が容認可能だということは，次に挙げるような例を見るとよくわかる
だろう。
(1) "甲高い婦長の声〔春322)
(2)"弱い読書燈の光〔冬286)
(3)"新しい緑色の靴〔陽41)
(4) "白いルリコの手(氷上43)
すなわち， (1) I"V (4)のような例が言語表現に用いられる時，基本的な語順にしても，位
置変位をとったものにしても，話し手が聞き手に伝達したい情報内容は同じで，文法的・
意味的な役割は持っていないのである。
(1γ"'(4)"のような形において，連体修飾語と被修飾語の関係が二回重なる場合，ど
のような修飾関係を構成しているかについて考えてみることにする。
語と語の意味関係という観点からみると， (1)"の場合， r甲高い」は，この形容詞で
表される属性をもつものを表す名詞を予想させる。つまり，人や動物の声について言う
「甲高い」という形容詞の主体になりうるのは「声」という意味特徴を持つ一群の名詞だ
けであって， (2)"の場合は，色，味，香り，調子または形や光などの状態を表す形容詞
「淡い」と呼応、しえるのは「書見燈」ではなく， r光Jである。
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そして， (3)"の「新しい」の主体になりうるのは，もの・人・飲食物などで， r新し
い背広」とは言えても「新しいグレイ」とはおそらく言えないであろう。 (4)"の「白い」
は，さまざまな種類のものについて使われ，その一つが「人間の皮膚(特に顔や手の色)J 
である。つまり， r白い手」とは言えても， r白い夏枝」とはあまり言わないであろう。
以上のように，ある語が他のどのような語と結びつき得るか，という語と語の意味関係
という観点から修飾関係について考えてみたが，これらをまとめてみると， r本甲高い子
供J r *淡い書見燈J r*新しいグレイ J r本白い夏枝」のような意味的な結びつきが難し
いということから，修飾関係は次のようになる (1〉0
用言・名詞1の名詞2
一一一一一うぐ一一一一
一一一う
つまり， (l )~(4) においては二つの連体修飾語「名詞 1 Jと「用言」が自由に相互位置
変位が可能で、あるということがわかる。
2 .慣用的表現の位置変位
(5)狭い板の間〔春85)
(6)不条理な世の中〔巨191)
(7)きれいな女の子〔春113) 
(8)丈高い桂の木〔氷上65)
二重の連体修飾語を位置変位させてみると，次のようになる。
(5)ノ*板の狭い間
(6)〆*世の不条理な中
(7)〆*女のきれいな子
(8γ*桂の丈高い木
(5)~(8) は(1)〆 ""'(4) ノのような修飾関係をもっているにもかかわらずは〉，二つの連
体修飾語を位置変位させて見ると (5)ノrv(8)〆のように非文法的になる。
(5)rv(8)の例と(1)ノ "'(4)ノの例との違いは何であるかについて考えてみると， (5)"-' 
(8)は「名詞1Jと「名詞2Jが二つの単語であるという感じより，一つの単語のような
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固定したものである。つまり，二つの名詞がひとまとまりになっていて，その聞にほかの
単語は入り込むことができない。しかし，(1γ-:v(4) /の場合は， r名詞 1jと「名詞2j
が二つの単語であるから，入り込むことができるという点で異なっている。
このように「名詞1jと「名詞2jが慣用的な表現として固定したものの場合は，相互
位置変位が不可能で、ある。
3.二つの意味解釈をもちづ位置変位
(9 )敬子の明るい声〔積312)
(10)政子の美しい眼〔巨336)
(11 )北原のきびしい語調〔氷上223)
(12)調理場の大きい冷蔵庫〔春85)
上の例において二つの重なる連体修飾語を位置変位させてみると，
(9) /明るい敬子の声
(10) /美しい政子の眼
(11) /きびしい北原の語調
(12) /大きい調理場の冷蔵庫
のようになる。
(9γ"-' (12)〆の例は(1)/，-， (4)/の例と類似した形態のものだと考えられるもので，
例えば，
(9) "明るい敬子の声〔積226)
(10)"冷たい夏枝の目〔氷上170)
(11) "激しい啓造の語調〔氷下120)
(12) "大きい北原の机〔氷下238)
のようによく使われている文型である。つまり，自然さを持っているのである。
しかしながら， (1)/ "-'(4)/のような例の場合，伝えられる情報内容は同じで，文法的
な役割や意味的な役割は持っていないのに対して， (9)/ "-'(12)/の例の場合は文法的な
役割は持っていないとしても，意味的な役割は持っている。
それでは， (9γ"-' ( 12)ノの修飾関係について考えてみることにする。語と語の意味関
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係という観点から見ると， ( 9)"の場合，形容詞「明るい」は，微妙な音色のちがいなど
によって感情などをよく反映する，きわめて表情的なものである「声」にも，また人を表
す名詞と直接に結びつくこともできる。つまり， r明るい敬子」も「明るい声」も可能な
場合で， r明るい」がどれを修飾するのか全く分からない。
(10) "の「美しい」は，広汎なものごとにわたって使われるものであり，人を主体とす
る場合も，体の部分を主体とする場合にも使われる。つまり，意味関係は「美しい政子」
にも「美しい眼」にもなりうるので，二つの修飾関係の類型が可能である。
また， (11)〆の「きびしいJという形容詞の主体になりうるのは「顔，声，語調，表情，
人，視線」などの名詞である。つまり， rきびしい北原」も「きびしい語調」も可能であ
って，二つの修飾関係が成立する。
(12)ノの「大きい」と呼応しえるのは「体積や面積，長さ」などを表す名詞であって
「大きい調理場」にも「大きい冷蔵庫」とも可能である。つまり， r大きい」が「調理場J
を修飾するのか， r冷蔵庫」を修飾するのか分からない。
以上のように，実例をあげながら修飾関係について考えてみたが，それは次のようにま
とめることができる。
ある語が他のどのような語と結びつき得るか，という語と語の意味関係という観点から
見ると，
???
? 「
??
?「
??
???
??
????「? 「 ?
????
のような意味的な結びつきが可能で、あって，二ご通りの意味に解釈できる。
例えば， r美しい政子の眼」において，一つは， rみにくい政子ではなく美しい政子の-
H艮」というような場合で， r美しい」が「政子」だけを修飾することであり，もう一つは
「美しい」が「政子の眼」を修飾することであって，次のような二つの修飾関係の類型が
生じてくる。
用言・名詞1の名詞2 用言・名詞lの名詞2
〉ぐ一一一一一ーシ モ一一一
ぐ一一一 一一一う
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つまり， (9)，-，(12)においては，二つの連体修飾語「名詞1Jと「用言」が自由に相互
位置変位が可能だといっても，修飾関係に“多義性"が生じるようになる。
4.不自然な文は不可能な位置変位
(13 )最近の若い女〔一夜92)
(14)さっきの赤いライター〔陽50)
(15)後の高い所〔陽14)
(16 )人の笑う声〔氷下65)
(13)"-'(16)の例において二重先後する連体修飾語を位置変位させてみると，次のように
なる。
(13)" ?若い最近の女
(14)" ?赤いさつきのライター
(15)ノ*高い後の所
(16)" *笑う人の声
(13) (14)は，(1γ，-(4)" と類似しているようにみえるが，変位させたい3)"(14)"は，
あまり普通に現れるものではないという点で、異なっている。現れるとすれば，特殊な普通
でないコンテキストや状況を必要とするだろう。
つまり， (13) (14)のような例は相互位置を変位させて使われないことはないにしても，
そうした場合，日本語としての自然さを持っていないのであるム
(15) (16)の例は(15)"(16)"のような言い方がないので，相互位置変位が不可能である。
(13)" (14)"の例と類似したものだと考えらがるが， (13)〆(14)"の場合は使われるとし
ても極く稀にしか使われないし，不自然な言い方であるのに対して， (15)" (16)"は言語
上，全く成り立ちがたい表現である。
(15) "の「高い後の所」が成立しにくいということは， r昔の時」と言えないことと同
じように， r後」という単語には「所」という意味が含まれていて「後の所」というとま
ったく不自然な言い方になるのだと思われる。
(16) "の場合は， r人の笑う声」というと， r笑う声Jを意味しているのに対して，変
位させた「笑う人の声Jには「笑いながらしゃべる」という意味が含まれていて完全に別
の意味になってしまうのではないかと思われる。
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不自然なまたは不可能な位置変位については，今後いっそう資料を収集して考察してみ
たいと思う。
v.おわりに
以上のように， r名詞+の+用言+名詞」の形において，ある語が他のどのような語と
結びつき得るか，という語と語の意味関係という観点から，同一の名詞を修飾するこつの
連体修飾語の相互位置変位について再考察してみたが，それらを整理すれば次のようにま
とめられる。
1 .同一の名詞を修飾する二重の連体修飾語が位置変位をとるのは，文体的ないしは表
現的効果のためである。
2.二つの連体修飾語が自由に相互位置変位が可能な場合は，伝えられる情報内容は同
じで，文法的な役割や意味的な役割はほとんど、持つてない。
3.先後するこつの名詞が二つの単語であるという感じより，一つの単語のような固定
した慣用的な表現の場合は，二つの名詞の聞に他の単語が入り込むことができないの
で，相互位置変位が不可能で、ある。
4.重なるこつの連体修飾語が自由に相互位置変位できるるが，二通りの意味に解釈さ
れる場合は，文法的な役割は持っていないとしても，意味的役割はもっている。
5 .位置変位が可能だといっても言語表現上，あまり自然さをもっていない場合は，基
本的な語JI債のままで用いるのが最も自然で、無理がない。
6.基本形のままで用い，位置変位させた表現にできない場合がある。
これらを表にまとめてみると次のようになる。
-106 -
号寮匙tk学言語学論集 第l号(1992年)
例 役割、，
特徴
基本形 変位形 :求法的 意味的
子供の甲高い声 甲高い子供の声 、× × 自然である
締麗な女の子 慣用的な表現
敬子の明るい声 明るい敬子の声 × 。 二つの意味解釈
最近の若い女 若い最近の女 (x )、 (x ) 不自然である
後の高い所 高い後の所 不可能で‘ある
人の笑う声 笑う人の声 × 。 別の意味解釈
包ー
注
(1)本稿では，連体修飾語が被修飾語を修飾する関係を「→J，被修飾語が修飾され
る関係を「←」で示すことにする。
(2)修飾関係は次のようである。
用言+名詞1+の+名詞2
〉ぐ一一一一
一一一沙
(3) r?Jは，言語表現上あまり自然ではないことを示す。
<用例出典>
石坂洋次郎 (1962) r陽のあたる坂道J新潮文庫 ( (陽〕と略)
三浦綾子(1964) r氷点(上・下)J朝日新聞社 ( (氷上) (氷下〕と略)
渡辺淳一 (1975) r冬の花火」角川文庫
山崎豊子.(1978) r白い巨塔(上)J新潮文庫
三浦綾子(1984) r藤木の箱(上)J新潮社
連城三紀彦 (1988，) r一夜の櫛」新潮文庫
宮本輝一(1988) r春の夢」文芸春秋
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( (冬〕と略)
( (巨〕と略)
( (積)と略)
( (一夜〕と略)
( (春〕と略)
連語における連体修飾語の変位について
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